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要　旨
　日本をはじめ多くの先進国が少子高齢化による社会の停滞を危惧する中でアメリカ合衆国は
毎年 300 万人の人口増加が続いている。ヒスパニック ･ ラティーノ系移民はアメリカ社会に活







　10 年ごとに行われる米国国勢調査において、2010 年のヒスパニック ･ ラティーノ系人口は
5047 万 7594 人となり、全米 3 億 874 万 5538 人の 16･3 ％を占めるに至った。すでに 2000 年の
調査でアフリカ系を凌ぎ、全米人口の 12･5%、3530 万 5818 人を数える最大のマイノリティとな
っていたが、今回は 10 年間で 43 ％の伸びを見せ、1517 万 1776 人もの人口増を示すことになっ
た。こうした統計上の人口構成の変化はアメリカ政治の中長期的趨勢にどのような影響を及ぼす
のだろうか？ ヒスパニックの台頭は、伝統的にエスニック・マイノリティと親和する民主党の
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ック ･ ラティーノ系によって新たな社会変動が生まれつつあることを L.A. モデルと呼ばれる運
動形態を中心に検討する。また同時に、これと対照的な方向性を持つ草の根保守の諸潮流が国政




　　　第 1 章 人口構成の推移とアメリカ社会の変容
（１） センサス２０１０にみるヒスパニック ･ ラティーノ系の興隆
　2010 年の米国国勢調査（センサス）において、アメリカ合衆国の人口は初めて 3 億人を突破し
た。なかでも人口の増加傾向が著しいのがヒスパニック ･ ラティーノ系である。2000 年から
2010 年の間に全米人口は 2 億 8142 万 1906 人から 3 億 874 万 5538 人へと増加したが、ヒスパニ
ック ･ ラティーノ系は、3530 万 5818 人から 5047 万 7594 人へと急増している。全米の増加率
9･7 ％に比べ 43 ％もの伸びをみせている。州ごとの増加率ではアラバマの 145 ％増を頂点に、
アーカンソー、ケンタッキー、メリーランド、ミシシッピー、ノースカロライナ、サウスカロラ
イナ、サウスダコタ、テネシーなどの各州で 100 ％を超える増加率を示している。（１）
　全米人口に占めるシェアも 2000 年の 12･5 ％から 2010 年には 16･3% と比重を増している。す
でに 2000 年のセンサスでアフリカ系を抜き全米最大のエスニック ･ マイノリティとなっていた
が、さらにシェアを拡大した結果となっている。
　各州の人口に占めるヒスパニック ･ ラティーノ系のシェアとしては、ニューメキシコ州の
46･3 ％を頂点に、カリフォルニア ･ テキサスで各々 37･6 ％、アリゾナで 29･6 ％、ネバダで
26･5 ％、フロリダで 22･5 ％、コロラドで 20･7 ％など西部 ･ 南部の諸州で 20 ％を超えている。
ニューヨーク ･ イリノイなど東部 ･ 中西部の有力州でもシェアは 17 ％に達しており、州人口の
10 ％以上をヒスパニック ･ ラティーノ系が占める州は 17 を数える。（２）
　2010 年におけるヒスパニック ･ ラティーノ系の人口構成を州ごとに検討すると、カリフォル
ニアは 1401 万 3719 人で 27･8 ％、テキサスは 946 万 92１人で 18･7 ％、フロリダが 422 万 3806
人で 8･4 ％、ニューヨーク 341 万 6922 人で 6･8 ％となっている。大統領選の鍵となる４大有力
州でもヒスパニック ･ ラティーノ系の人口は急増しているといえよう。
　次に都市ごとのヒスパニック ･ ラティー系人口を検討する。ニューヨークでは全人口 817 万
5133 人のうち 233 万 6076 人を占め全米最大となっている。ロサンゼルスでは全人口 379 万
2621 人のなかで 183 万 8822 人を占めるなどそのシェアは 49 ％に及んでおり、ほぼ半数に達し
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図表 3　Census Brief: The Hispanic Population 2010. p.11
　　　　　　　　2010年においてヒスパニック・ラティーノ系のシェアが高い主要都市・地域
　　　　　　　　　　　　　　　　









スなど 8 都市で 50 万人を超えている。（３）




的に民主党と親和するエスニック ･ マイノリティが増加することで、リベラル化 ･ 民主党の党

















（２） 西海岸の新たな潮流と LA モデル
　ロサンゼルスの労働運動を中心にヒスパニック系移民の動向を描いた研究としては、ルース ･
ミルクマンの『L.A.STORY』（2006）がある。（５）また全米を揺るがした一大キャンペーン「移民
のいない日」（2006 年 5 月 1 日）を指導したビクター・ナローが、ミルクマンと共編者となって
『Working for Justice：L.A. モデルとアドヴォカシーの組織化』（2010）を著している。（６）本節で
はこうした研究動向を紹介したい。







ス 2010 でみたようにロサンゼルスの人口は 379 万 2621 人のなかで 183 万 8822 人がヒスパニッ
ク ･ ラティーノ系となっている。人口の 49 ％ほぼ半数を占めている。地区ごとにみればイース
ト・ロサンゼルスのように人口の 97･1 ％をヒスパニック ･ ラティーノ系が占める地区も存在す
る。全人口の推移と同様にこうした傾向は労働者に占めるシェアにも示されている。（７）
　ルース ･ ミルクマンは、『L.A.STORY』において、ジャニター ･ 壁職人・トラック運転手・繊
維産業の女性労働者などを対象にキャンペーンの組織化と展開を検討しているが、その背景には、
ヒスパニック ･ ラティーノ系のシェア拡大と、彼 ･ 彼女らによる運動の活性化がある。職種ごと
の人口構成を比較してみると、壁職人については 1970 年に白人 80･7 ％、ヒスパニック 16･1 ％
であった比率が 2000 年には白人 24･ ６ %、ヒスパニック 70･6 ％と逆転している。こうした傾向
はトラック運転手 ･ 繊維産業労働者についても同様に見て取ることができる。象徴的存在である
ジャニター（ビル清掃業）の場合 1970 年に白人 52.0%、ヒスパニック 22･1 ％であったのに対し
2000 年には白人が 14･1 ％、ヒスパニックが 74･7 ％となっている。（８）
　いわゆるジャスティス ･ フォー ･ ジャニター・キャンペーンはサービス業労組 SEIU を中心に
















































　ヒスパニック系が 49 ％を占めるロサンゼルスでは 2005 年に初当選を果たしたヒスパニック系

















社会保守としての反移民という立場をも示している。2010 年 7 月に結成されたティーパーティ議
員連盟は 51 名を数えるが、そのうち 42 名が下院移民法改革議員連盟として ｢適切な書類を持た




　さらに 2011 年 2 月 18 日にウィスコンシン州で展開された労働争議では、公務員のスト権制限
を法案化しようとするスコット・ウォーカー知事を支援するためティーパーティ運動のメンバー





（１） ヒスパニック ･ ラティーノ系の動向と国政選挙
　2006 年中間選挙では民主党が 12 年ぶりに上下両院の多数を奪還したが、ヒスパニック ･ ラテ
ィーノ系の移民はこれに大きく貢献した。ブッシュ政権２期目の中間選挙ということもあり、共
和党の側にもトム・ディレイ院内総務やハスタート下院議長の汚職など問題が多かった。政策的




2004 年にカールローブが掘り起こした宗教右派 350 万人も沈黙した。象徴的であったのは移民
政策をめぐる国内の動向である。2005 年 12 月に反移民の治安立法「センセンブレナー法案」が
下院を通過したことからブッシュ政権への批判は頂点に達した。この法案は非合法移民のみなら
ず、これを支援した知識人や市民をも重罪とする治安立法である。2006 年 3 月 10 日から 5 月 1
日までの間に全米 100 都市で 500 万人が移民法改悪への抗議活動を展開し、ロサンゼルスで 50
万人が参加した 5 月 1 日の街頭デモと抗議行動は ｢移民のいない日｣ と呼ばれ全米に衝撃を与え
た。こうした潮流を受け、秋の中間選挙では民主党が上院で 6 議席増、下院で 30 議席増の躍進を
果たし、上院 51 議席、下院 233 議席とともに多数を奪還した。ヒスパニック ･ ラティーノ系の
政党支持率は、民主党 69 ％、共和党 29 ％の結果を示した。（15）
　2008 年の大統領選挙も同様に、ヒスパニック・ラティーノ系の動向が民主党の勝利に貢献して
いる。前回 2004 年の選挙では民主党 55 ％、共和党 45 ％とヒスパニック ･ ラティーノ系の政党
支持は拮抗し、テキサス州に至っては民主党 41 ％に対し共和党 59 ％と逆転傾向さえ示していた
図表 4　2008年大統領選 共和党からオバマが奪取した州
                   Change and Continuity in 2008 Election. P.R.Abramson, J.H.Aldrich, 
                     D.W.Rohde, (2010) CQ Press. p.61
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が、2008 年にはオバマ支持 67 ％、マケイン支持 31 ％と明確な意思表示をした。2004 年に共和党
が獲得し、2008 年にオバマが奪取した州は 9 つに及んでいるが、とりわけニューメキシコ・ネバ
ダ・コロラド・フロリダではヒスパニック ･ ラティーノ系の動向が大きく影響した。ニューメキ
シコの場合州知事がヒスパニック系のビル ･ リチャードソンだったこともあり、ヒスパニック系
有権者の 69 ％をオバマが獲得している。ネバダでは 76 ％、フロリダでは 57 ％、民主党全国大会
が開催されたコロラドでも 61 ％と各州で多数を獲得している。オバマは 365 対 173 でマケイン
に圧勝し、このほか議会選挙でも民主党は上院 58 議席、下院 255 議席と多数を維持した。（16）
　こうした文脈を受けオバマ政権ではケン・サラザール内務長官とヒルダ・ソリス労働長官がヒ
スパニック ･ ラティーノ系閣僚として入閣した。とりわけヒルダ ･ ソリス女史はこれまで論述
してきた西海岸の労働運動とも深い関係があり、父親はメキシコ移民、母親はニカラグア移民と
いう背景を持っている。反 NAFTA, 親労組の NGO アメリカン ･ ライツ ･ アット ･ ワークの理
事を務めるなど代表的なプロ ･ レーバーでもある。エスニック ･ マイノリティや働く女性を活
力とする新たな潮流が 2 つの国政選挙で大きな影響を及ぼしたことを象徴する事例といえるだろ
う。
（２） 草の根保守 ･ ティーパーティーと国政選挙
　2010 年 11 月の中間選挙は、2006 年・2008 年とは対照的に民主党の歴史的大敗に終わった。上
院ではかろうじて 53 議席と過半数を維持したものの、下院では 200 議席を割り込み、63 議席減
の 192 議席となった。逆に共和党は 242 議席を獲得し下院の多数を奪還した。ワシントンポスト
の出口調査によればヒスパニック ･ ラティーノ系の民主党への投票は 2006 年の 69 ％から 60 ％
へと減少し、逆に共和党への投票は 29 ％から 38 ％へと 9 ％上昇した。オバマ政権の下での国境
管理は共和党時代より強化され、2010 年度の不法移民強制送還数は過去最高の 39 万 2000 人に及
ぶなど、演説のレトリックと政策とのギャップをヒスパニック社会が認識した結果とも見て取れ
る。
　選挙で重視された争点は、経済 63 ％、医療保険改革 18 ％、不法移民 8 ％、アフガン戦争 7 ％
となっており、圧倒的に雇用や景気に投票が左右されたことが示されている。失業率はオバマ就









ル（ネバダ）、ケネス・バック（コロラド）、ジョセフ ･ ミラー（アラスカ）が敗れたものの 6 勝
4 敗という結果になった。下院では 40 勝 82 敗の結果となり当選率は 32 ％と NBC は伝えてい
る。前述したように議会におけるティーパーティ議連は 51 名を数え、全員が共和党である。（18）






ったのが 2009 年 2 月 19 日である。CNBC の株式解説者であるリック・サンテリは、住宅ローン
の債務者を救済するためオバマ政権が 2750 億ドルの支出を法案化したことに激怒し「負け犬の借
金をなぜ税で肩代わりしなければならないのか」とシカゴ・ティーパーティの開催を呼びかけた
とされる。こうした文脈の中で草の根運動が台頭する中で 2009 年 9 月 12 日にはワシントン DC
で大規模なオバマ批判の集会が催され、多くの組織が連携を強化するようになった。
　主要な全国組織としては、①フリーダム ･ ワークス、② 1776、③レジストネット、④ティーパ
ーティ・ネーション、⑤ティー ･ パーティ ･ パトリオッツ、⑥ティーパーティ・エクスプレスな
どがある。（19）
　「フリーダムワークス」はメンバー数こそ 1 万 5044 人と二番目に少ないものの前下院院内総務
ディック・アーミーを代表とし、2009 年 9 月 12 日の大会を組織するなど大きな影響力を持って
いる。税や財政赤字を主要な争点とし、反移民などの人種問題には消極的とされる。また共和党
との密接な関係から草の根ではなく「人工芝」との批判も受けている。
　「1776」はメンバー数 6987 人と全国組織では最小で、元海兵隊のデール ･ ロバートソンを代表
とし、反移民 ･ 反ユダヤ主義・人種差別主義の過激な主張を特徴としている。移民排斥の自警団
組織「ミニットマン ･ プロジェクト」が合流するなどの背景が指摘されている。
　「レジストネット」はスティーブ ･ エリオットが運営する営利事業で、8 万 1248 人と全国で 2









　「ティーパーティ・パトリオッツ」は 11 万 5311 人の会員を要する全国最大の組織である。ジョ
ージア州アトランタ出身で共和党の政治コンサルタントであったジェニー ･ ベス ･ マーチン、







治活動委員会」が 1506 名の献金者を報告しているが、会員登録制度はない。創設者のマーク ･
ウィリアムスはオバマを「生活保護詐欺を行ったインドネシア人イスラム教徒」と攻撃するなど
過激な言動で知られる。創設母体には、1996 年にカリフォルニア州で「アファーマティブ・アク
ション廃止を求めた住民投票 209 号」のキャンペーンを担当したルッソ ･ マーシュ＆ロジャース
社が深く関与するなど共和党とも長期にわたりつながりがあり、レーガン主義を掲げている。
2010 年 1 月 20 日にはエドワード・ケネディ没後のマサチュセッツ上院補選で無名のスコット・
ブラウンを支援し 34 万 8000 ドルを献金するなど勝利に貢献している。




















































のもとでは、7870 億ドルのアメリカ回復 ･ 再投資法 AARP などが試みられたものの救済された
のはウォール街のビッグビジネスやゼネラルモータースなど既得権益の人々であり、若者たちは
7 万ドルの学生ローンを抱えながら卒業後も不定期 ･ 非正規の雇用にしがみつくしかない現実
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